
　全てのご意見を集計したものを教育委員会、市役所本庁、各支所、各小・中学校
等に置いてありますので、閲覧方法などはお問い合わせください。また、教育委員
会のホームページにも掲載していますのでご覧ください。
　今後、給食センター建設検討委員会としては、２月中旬の予定で第４回の会議
を開催し、このアンケート結果なども参考に建設の方向性を協議します。なお、２月
18日（金）には香我美中学校区の説明会を香我美小学校で開催します。

現在と同様の４給食センター方式
で個別に新築整備する

その他
統合のメリットは理解できますが、場所によっては学校に

配られる時間帯が早くなったりして、あまり温かい給食で

はないイメージがあります（実際、他県ではそのタイプで、

冷めた給食を食べていました）。そのことを考えると今まで

の方が・・・と思います。                          ( 野 市 )

●●

財政など色々と事情はあると思いますが、４つの給食セン

ター方式にしてほしいです。統合したとしても、今の給食

のおいしさや地元の食材を使った料理など質を落とさな

いでほしいと思っています。以下省略…　 　　　　　　(香我美)

●

一カ所集中の大規模な管理システムよりも小規模の方

が各地域のニーズに合っていると思います。また、リスク面

でも一カ所集中の場合、トラブルが起こった場合にすべ

てのことがストップする可能性もあり、良いとは思えない

という気持ちが強いです。                            ( 夜 須 )

●
自分の子どもはアレルギーがあるのでどの方式になったと

しても除去のみではなく代替品を作ってもらえる方があり

がたいです。現在は代替品を用意してもらえていますが、

なくなると毎日のお弁当などに困ります。         （ 夜 須 ）

●

色々みんな給食センター計画で言い過ぎなので、むずか

しいなら“おべんとう”にしたらいろんなことがわかるんじゃ

ないですか。                                        　　 (香我美)

●

これからも、子どもたちに美味しく栄養満点の給食を食べ

させてあげてください。いつもありがとうございます。               

　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ( 野 市 )

●

337人： 34.5%

 66人：  6.7%

  昨年9月末から各地域で開催した給食センター建設構想

説明会の中で「アンケートで説明会に参加できない保護者

の声を広く集めてほしい」という要望がありました。

　　同建設検討委員会では、このことについて話し合い、12

月7日付で香我美、野市、夜須町の各小学校、幼稚園、保育

所の保護者を対象にアンケート調査を実施しました。

   ①～④の各回答項目について、合計259件のご意見をいただきました。

　　紙面の都合上、１月18日に開催された給食センター検討委員会の中で抜粋したものを掲載しています。

市の財政状況を踏まえて、どのような施設整備が好ましい？（１つ選択）

老朽化した野市給食センターのみ
を新築整備する

夜須のように地域密着型のやり方（食材提供、生産者との

交流）を、野市、香我美でも実行していただくことが望みで

すが、4,000食に対しては難しいことと、整備経費が大きい

ことが分かりました。夜須で行っていることが統合でなく

なってしまうのはとても残念でたまりません。

今、地産地消、地域との連携の必要性を言われている時

代にその反対のことをしようとしているのではないですか。

〈中略〉統合を反対とは思いませんが、給食を通して子ど

もたちに何を伝えたいのかが見えません。         (香我美)

●

統合給食センターには反対です。とりあえず対応が急が

れる野市を新築したらよい。なぜなら、統合して子どもが

どんな給食を口にするのか全く分からないので不安です。

4,000食になると味が落ちたり同じようなメニューになった

りするのではないか？どんな給食の内容になるか説明して

ほしい。                                                  (香我美)

●

早く野市給食センターを新築してほしい。夜須の反対

が多いのであれば、香我美と野市だけで統合 ( 野 市 )

●

207人： 21.2%
統合給食センター方式

統合により、安全で衛生的な給食センターを希望します。

財政面でも負担の少ない方法で、今後の子どもたちにし

わ寄せのない市政作りをしてほしいです。          (香我美)

４億円という税金も市民一人一人が働いて納めた税金で

す。決して安くはありません。新しい施設となるだけでなく、

本当の意味で統合され、子どもたちが喜ぶ今までとは違う

給食が出てくることを期待します。そして、市民への明確な

報告が必要だと思います。                      　　 ( 野 市 )

現在の地域による給食内容の差はなくすべきで、同じ香南

市の子どもには同じレベルの給食を提供すべき。給食費

が同じで差があるのはおかしいと思う。             (香我美)

367人： 37.6%

１ ２

３

４

家庭で給食について
子どもと話す？（１つ選択）

学校給食に何を望む？（２つ選択）

●

●

●

①できるだけ経費がかからずに提供されること                   132 人 ：    6.4%
②食育や栄養バランスが給食の基準に沿っていること      711 人 ： 34.5%
③調理施設の衛生面が、国の基準に沿っていること  　　 269 人 ： 13.0%
④美味しさ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 230 人 ： 11.2%
⑤アレルギー食に対応してくれること                                         25 人 ：   1.2%
⑥地産地消（香南市産を優先利用）の取り組みの推進           298 人 ： 14.5%
⑦冷凍・加工食品に頼らない手作りのメニューの充実      387 人 ： 18.8%
⑧その他  10 人 ：    0.4%  ※12件のご意見の中から抜粋して紹介  
　・香南市が数十年の大計でしっかりとした食育の基本理念を立てること
　･カロリーや栄養価だけでなく、旬のものや和食的（健康的な）メニューを
   多く取り入れてほしい　　

①よく話す　　　　228 人 ： 22.4%　
②時々話す　　　   571人  ： 56.1%
③あまり話さない     173人  ： 17.0%
④全く話さない           46人  ：    4.5%

統合給食センター
建設構想説明会
に参加した？（１つ選択）

①参加した                     86 人 ：    8.4%
②参加しなかった     936 人 ： 91.6%

５
①施設の規模（調理能力・食数）や設置場所　263 人 ： 13.3%
②施設の建設費用や、将来の運営維持費　　272 人 ： 13.8%　③施設の衛生面 　            425 人 ： 21.6% 
④食育の推進　　384 人 ： 19.5%                 　　　　　　　　  ⑤地産地消の推進             327 人 ： 16.6%
⑥味                           216人 ： 11.0%                                                       ⑦アレルギー食への対応     39 人 ：    2.0%
⑧その他                     43 人 ：    2.2%　※３７件のご意見の中から抜粋して紹介
 ・安全面、手作りメニューの量や多さ（回数）　　　・災害などの炊き出しに対応してくれる所

 ･温かいものが冷めない！　なるだけ作ったときと同じ、もしくは近い温度に保ってほしい　

現在、行政で検討されている４，０００食規模の
「統合給食センター計画」について、どの点に
関心がある？（２つ選択）

〈参加した方への質問〉

説明会での内容は
理解できたか？（１つ選択）

①理解できた                  18 人 ： 21.4%
②理解できなかった      25 人 ： 29.8%
③どちらともいえない    41 人 ： 48.8%

等等

配布／2
,715人　

回答／1
,024人：

 37.7%

給食を考えよ給食を考えよう！　！　

６

(28)(29) 広報こうなん ２０１１.２　　　　　　　　　　 広報こうなん ２０１１.２
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